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３－1　入館者数

郷土博物館　月別入館者数と一日平均入館者数 　　　　　　    ※グラフ 1、2

*1　一日平均入館者数＝入館者数 ÷開館日数で算出

グラフ 1　郷土博物館　月別入館者数と累計入館者数

月 開館
日数 入館者数 内団体入館 一日平均

入館者数 *1
4 月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

25 日
27日
26日
18日
26日
26日
18日
25日
15日
24日
24日
24日
278日

2,025 人
2,470 人
2,714 人
2,020 人
2,536 人
2,826 人
2,672 人
2,616 人
1,640 人
1,950 人
2,810 人
2,166 人
28,445人

10 団体   180 人
18団体　314人
13団体　417人
6団体　160人
12団体　328人
13団体　220人
12団体　514人
19団体　523人
10団体　286人
9団体　359人
10団体　439人
15団体　263人

147団体　4,003人

81 人
91.5 人
104.4 人
112.2 人
97.5 人
108.7 人
148.4 人
104.6 人
109.3 人
81.3 人
117.1 人
90.3 人
102.3 人
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4,000

4,500

0

5,000

10,000
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30,000

入館者数月計 2,025 2,470 2,714 2,020 2,536 2,826 2,672 2,616 1,640 1,950 2,810 2,166
入館者数累計 2,025

27 26 18 26 26 18 25 15 24 24 24開館日数 25
4,495 7,209 9,229 11,765 14,591 17,263 19,879 21,519 23,469 26,279 28,445
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人
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5,000 35,000
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グラフ 2　郷土博物館　一日平均入館者数

　
　グラフ 3　郷土博物館　平成５年度～ 2８年度　年間入館者数推移
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制
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に
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管
理
運
営

年
間
入
館
者
数
（
人
）

年間開館日数
1日平均入館者数

16,758 16,884 27,687 21,903 21,868 18,270 17,602 16,180 15,733 13,684 13,212 13,007 13,652 11,497 22,642 23,977 24,168

H10
年度

H11
年度

H12
年度

H13
年度

H14
年度

H15
年度

H16
年度

H17
年度

H18
年度

H19
年度

H20
年度

H21
年度

H５
年度

H６
年度

H７
年度

H８
年度

H９
年度

H22
年度

28,583
278 268 268 276 281 271 279 284 274 275 279 314 305 297 284 231 249 254
60.3 63.0 103.3 79.4 77.8 67.4 63.1 57.0 57.4 49.8 47.4 41.4 44.8 38.7 79.7 103.8 97.1 112.5

H23
年度

29,868
273
109.4

H24
年度

29,753
269
110.6

H25
年度

31,328
264
118.7

H26
年度

32,164
273
117.8

H27
年度

29,789
273
109.1

H28
年度

28,445
278
102.3
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1日平均入館者数 81 91.5 104.4 112.2 97.5 108.7 148.4 104.6 109.3 81.3 117.1 90.3 102.3
開館日数 25 27 26 18 26 26 18 25 15 24 24 24 278
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）

120
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市民会館　月別貸部屋利用団体数と利用者数　　 市民会館　月別入館者数 *2
　　　　　　　　　　　　　　   ※グラフ 4　　　　　　　　　　　　　　　　    　 ※グラフ 5

*2　月別入館者数は市民会館玄関のカウンタ計測数であり、貸部屋利用者、見学者などを合わせたものである。

グラフ 4　市民会館　貸部屋利用団体数と利用者数
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0

利用者数 1,129 1,165 1,195 1,221 886 1,203 1,962 1,195 1,251 831 2,061 1,193
利用団体数 113 117 121 106 65 99 108 114 102 82 84 118

27 26 27 26 26 27 25 24 24 24 27開館日数 26

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

140

月 開館
日数 利用団体数 利用者数 月 正面玄関

カウンタ数
内玄関
カウンタ数 計

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

26 日
27日
26日
27日
26日
26日
27日
25日
24日
24日
24日
27日
309日

113 団体
117団体
121団体
106団体
65団体
99団体
108団体
114団体
102団体
82団体
84団体
118団体

1,229団体

1,129 人
1,165 人
1,195 人
1,221 人
886人
1,203 人
1,962 人
1,195 人
1,251 人
831人
2,061 人
1,193 人
15,292人

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

2,153 人
2,449 人
2,530 人
2,309 人
2,899 人
2,745 人
3,153 人
2,686 人
2,205 人
1,800 人
3,295 人
2,531 人
30,755人

1,333 人
1,377 人
1,435 人
1,115 人
1,128 人
1,301 人
1,258 人
1,176 人
1,204 人
1,073 人
1,081 人
1,416 人
14,897人

3,486 人
3,826 人
3,965 人
3,424 人
4,027 人
4,046 人
4,411 人
3,862 人
3,409 人
2,873 人
4,376 人
3,947 人
45,652人
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グラフ 5　市民会館　月別入館者数

グラフ 6　郷土博物館・市民会館　平成 19年度～ 28年度　年間入館者数推移

年間入館者数
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H20年度
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73,158

H24年度
76,867

H19年度
65,343

H23年度
74,376

H25年度
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82,824
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74,488

H28年度
74,097
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内玄関カウンタ数
正面玄関カウンタ数

1,333 1,377 1,435 1,115 1,128 1,301 1,258 1,176 1,204 1,073 1,081 1,416
2,153 2,449 2,530 2,309 2,899 2,745 3,153 2,686 2,205 1,800 3,295 2,531

27 26 27 26 26 27 25 24 24 24 27開館日数 26

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月
別
入
館
者
数
（
人
）
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３－２　受贈図書一覧 
＜アイヌ文化振興・研究推進機構＞　木と生きる　アイヌのくらしと木
の造形／イカㇻカㇻ　アイヌ刺繍の世界
＜浦幌町立博物館＞　年報　第 16号／紀要　第 16号
＜小樽市総合博物館＞　紀要　第 28、29号
＜市立函館博物館＞　千島樺太交換条約とアイヌ／研究紀要　第 26、
27号
＜美幌博物館＞　館報　2013／研究報告　第 22号／博物館自然講座
　2014年度／びほろ昔ばなし
＜白河集古苑＞　松平定信とその時代　藩主定信をめぐる人とモノ
＜稲敷市立歴史民俗博物館＞　館報　第 10号
＜上高津貝塚ふるさと歴史の広場＞　年報　第 21号／茨城県土浦市　
籾買場遺跡　第 2次調査　集合住宅建築に伴う埋蔵文化財発掘調査報
告書／みんなの知らない植物の世界　適材適所の考古学
＜古河歴史博物館＞　年報　Vol.24
＜土浦市立博物館＞　年報　第 28号／まちのしるし　しるしが語る土
浦の近代／紀要　第 26号
＜取手市埋蔵文化財センター＞　装身具の魅力　華麗な出土装身具／貝
塚を読み解く―中妻人の豊かな食卓―
＜日立市郷土博物館＞　増田聡子展　色彩と形象の交響詩／紀要 10
＜ミュージアムパーク茨城県自然博物館＞　年報　第 22号
＜龍ヶ崎市＞　伝統的祭礼調査報告書
＜小山市立博物館＞　戦国時代の小山
＜佐野市郷土博物館＞　須永文庫資料展　金玉均と朴泳孝をめぐる人々
＜栃木県立博物館＞　研究紀要　人文　第 33号／宇都宮藩主　戸田氏
　その歴史と文芸／年報　第 34号／ NIKKO　国際観光都市・日光の
成立
＜那須塩原市那須野が原博物館＞　那須野が原の自然／紀要　第 12、
13号
＜壬生町立歴史民俗資料館＞　誠心院聡姫と壬生七傑／鳥居元忠　山城
伏見ノ別レ
＜みどり市岩宿博物館＞　二上山麓の考古学　香芝市の歴史と文化財／
シンポジウム　石器製作技術　製作実験と考古学　予稿集　岩宿フォー
ラム 2015／考古学から見た群馬の戦国時代／平成 27年度　年報
＜関東地区博物館協会＞　関東の博物館　第 40号
＜群馬県立歴史博物館＞　紀要　第 37号
＜春日部市教育委員会＞　新編　春日部の歴史／春日部・糟ケ辺・糟壁・
粕壁―戦国から泰平へ
＜川口市教育委員会＞　遺跡発掘調査報告書　平成 26年度調査
＜川越市立博物館＞　城下町川越の町人世界
＜行田市郷土博物館＞　研究報告　第 8集／行田の足袋／江戸湾沿岸
警備と忍藩
＜久喜市立郷土資料館＞　社寺参詣と巡礼の旅　久喜の信仰
＜埼玉県川口市教育委員会＞　埋蔵文化財調査報告書　道合高木前遺跡
＜埼玉県県民生活部広聴広報課＞　戦時下の子供たち
＜埼玉県立川の博物館＞　紀要 16号
＜埼玉県立さきたま史跡の博物館＞　紀要　第 9号／館報　第 11号
＜埼玉県立歴史と民俗の博物館＞　紀要　第 10号／要覧　第 11号／
高麗郡 1300年　物と語り／徳川家康　語り継がれる天下人
＜さいたま市大宮盆栽美術館＞　年報　第 6号／明治の盆栽事情　昭
和のお父さんの背景
＜さいたま市立博物館＞　桜　さいたまの桜の景観／真福寺貝塚　調査
の軌跡／さいたまの酒造り
＜サトエ記念美術博物館＞　吉岡正人展　永遠なる物語をつむぐ画家
＜戸田市立図書館・郷土博物館＞　戸田ボートコース物語　オリンピッ
クがやってきた！／研究紀要　第 26号／埴輪が語る戸田市の古墳時代
＜飯能市郷土館＞　館報　第 12号／収蔵文書目録 2　原市場地区諸家
文書目録
＜富士見市立資料館＞　海と貝塚　関東地方の貝塚を探る／ほうきと竹
かご　自然素材の生活用具

＜ふじみ野市教育委員会＞　人々のすがた　土偶・埴輪・仏像・ひとが
た
＜三郷市教育委員会生涯学習課＞　三郷市の仏教と仏像　みさとのみほ
とけたち
＜吉川市教育委員会＞　年表吉川のあゆみ
＜旭市教育委員会＞　大原幽学記念館報告　第 3号
＜市川市＞　市史研究いちかわ　第 7号／市史　自然編　通巻 6
＜伊能忠敬記念館＞　年報　第 17号
＜印西市教育委員会＞　平成 25、26年度　遺跡発掘調査報告書
＜浦安市郷土博物館＞　調査報告　第 9集
＜江戸川大学博物館学芸員資格取得養成課程＞　年報Vol．7、8
＜NPO法人そい・びーんず＞　農と食との連携取組における先進的事
例　委託調査レポート／農地の有効活用に係る検討会概要　平成 26、
27年度都市農村共生・対流総合対策交付金　取組概要の報告書／発醸
文化シンポジウム報告書　第 2回
＜香取市教育委員会＞　国指定史跡　良文貝塚／遺跡発掘調査報告書 
10
＜鎌ヶ谷市郷土資料館＞　年報　第28、29号／交差するまちへ　鎌ヶ
谷交通発展史／市史研究　第 29号／昔なつかしい鎌ヶ谷の民具①―生
業の道具―
＜鎌ヶ谷市市民生活部環境課＞　市史跡環境　墓地　調査報告書
＜神余のかっこ舞を活かした地域活性化事業実行委員会＞　神余のかっ
こ舞　DVD解説書
＜君津市立久留里城址資料館＞　年報　36
＜航空科学博物館＞　エアロミュージアム　vol.103
＜国立歴史民俗博物館＞　研究報告　第 196～ 201 集／歴博　第
194～ 197、199号／万年筆の生活誌　筆記の近代／よみがえれ！　
シーボルトの日本博物館／要覧　平成 28年度／台湾と日本―震災史と
ともにたどる近現代―
＜古文書講読会　柏古文研＞　会誌第 4号　吉田家・御用留 53番 Ⅲ
＜佐倉市立美術館＞　杉林古香関連資料　浅井忠の図案／高橋真琴の原
画展　佐倉で描かれた少女たち
＜山武市教育委員会＞　郷土史料集　22、23
＜芝山町教育委員会＞　芝山町 60年　発掘調査のあゆみ／平成 27年
度　遺跡発掘調査報告書　山田・宝馬古墳群　宝馬 93-77 地点／埋蔵
文化財調査報告書　第 5集　舟塚古墳群　七林 430-6 地点
＜芝山町立芝山古墳・はにわ博物館＞　甦る九十九里の埴輪群像　3D
考古学の挑戦
＜城西国際大学水田美術館＞　年報　第 13号
＜市立市川考古博物館＞　館報　第 43号
＜市立市川歴史博物館＞　平成 26年度　館報
＜白井市教育委員会＞　文化財基礎調査報告書　第 11集　牧士川上家
資料史料目録　第 1次分／しろい散策マップ／埋蔵文化財調査集報　
平成 23～ 26年度
＜館山市立博物館＞　館山藩　稲葉家と藩士たち／新地区展　vol. ５　
神戸―神々と共に生きる里―
＜地域文化財研究所＞　千葉県香取市　伊地山藤台 2遺跡　山砂採取
に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書／伊地山藤之台 2遺跡　山砂採取に
伴う第 2次発掘調査報告書
＜千葉県博図公携事業実行委員会＞　きみつの　もののけ　みんわ　え
ほん　その 1、その 2／千葉県の妖怪ガイド
＜千葉県博物館協会＞　MUSEUM　ちば　第 44号
＜千葉県文書館＞　千葉県の文書館　第 21号／収蔵文書目録　第 29
集／写真に見る明治時代の千葉県
＜千葉県立関宿城博物館＞　研究報告　第 20号／つながる川と海と人
　あそぶ・親しむ・守る
＜千葉県立中央博物館＞　妖怪と出会う夏　in Chiba 2015 ／君津市
市宿　星野家日記／甦った受難の刀剣　千葉県の赤羽刀
＜千葉県立美術館＞　収蔵品目録 2014 ／香取神宮　神に奉げた美
＜千葉県立房総のむら＞　炭と暮らす
＜千葉市教育振興財団＞　米之内遺跡　埋蔵文化財調査／へたの台貝塚
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　埋蔵文化財調査報告書／川戸・柳沢遺跡　埋蔵文化財調査報告書／宮野木原
第2遺跡　埋蔵文化財調査報告書／向ノ台遺跡　2　埋蔵文化財調査報告書
＜千葉市美術館＞　研究紀要　採蓮　第18号
＜千葉市埋蔵文化財調査センター＞　埋蔵文化財調査　市内遺跡　報告書　平
成27年度
＜千葉市立加曽利貝塚博物館＞　紀要　第42号
＜千葉市立郷土博物館＞　資料にみる　千葉氏　忠実と伝承／研究紀要　第
22号
＜銚子市教育委員会＞　大宮戸遺跡　埋蔵文化財調査
＜東金市教育委員会＞　並木家文書調査報告／内田家文書調査報告　／「明治
の模範村」　源村の成立と発展
＜東邦考古学研究会＞　東邦考古　第40号
＜流山市立博物館＞　チェック！　流山のむかし
＜流山市立博物館友の会＞　東葛流山研究　第34号
＜成田山文化財団＞　年報　第7号
＜野田エコライフ推進の会＞　創立10周年記念誌
＜野田市教育委員会＞　平成28年度　野田市教育要覧
＜野田市教育委員会社会教育課＞　第9回千葉県北西部地区文化財発表会
＜野田市文化団体協議会＞　文協要覧　第33号
＜野田文学会＞　野田文学　第2次　第17号　通巻56号
＜松戸史談会＞　松戸史談　第56号
＜松戸市立博物館＞　紀要　第23号／年報　第23号／石斧と人　3万年の
あゆみ
＜八街市郷土資料館＞　八街　昭和　懐古
＜八千代市立郷土博物館＞　館報　No.22
＜横芝光町教育委員会＞　考古資料で見る横芝光町の歴史4 
＜横芝光町教育委員会社会文化課　町民ギャラリー＞　横芝光町の石仏　野仏
のささやき
＜四街道市教育委員会＞　平成26年度　遺跡文化財発掘調査報告書／四街道
の歴史　第11号
＜崙書房出版株式会社＞　古文書でよむ　千葉市の今むかし　近世編
＜和洋女子大学文化資料館・博物館学課程＞　国府台  20号
＜陸前高田被災資料デジタル化プロジェクト＞　被災写真救済の手引き
＜足立区地域のちから推進部＞　紀要　第37号／美と知性の宝庫　足立　酒
井抱一・谷文晁とその弟子たち
＜アム･プロモーション＞　ミュゼ　VOL.113
＜板橋区教育委員会＞　歴史民俗研究　第13輯／文化財シリーズ　第96集
＜板橋区立郷土資料館＞　中臺村渡邊商店　昔のコンビニ渡邊商店／いたばし
の職人　モノと人
＜大田区立郷土博物館＞　紀要　第21号／土器から見た大田区の弥生時代―
久ケ原遺跡発見、９０年―
＜お茶の水女子大学学芸員課程＞　博物館実習報告　第31号
＜葛飾区教育委員会　生涯学習課＞　鬼塚確認調査報告書
＜葛飾区郷土と天文の博物館＞　平成かつしか風土記　地域の継承と文化財／
収蔵古文書目録 1
＜國學院大學学術資料センター＞　地域文化遺産の再生に関する総合的研究
（二）
＜國學院大學博物館学研究室＞　紀要　第40輯／院友学芸員　No．9、10
＜駒澤大学禅文化歴史博物館＞　所蔵道教関係資料2／東皐心越と水戸光圀　
黄門様が招いた異国の禅僧／紀要　創刊号
＜実践女子大学　博物館学課程＞　MUSEOLOGY　No.35
＜品川区立品川歴史館＞　品川産業事始　日本を支えた近代産業群
＜渋沢栄一記念財団＞　渋沢栄一記念財団の挑戦
＜渋沢史料館＞　渋沢研究　第28号／渋沢栄一と清水建設株式会社
＜昭和館＞　昭和のくらし研究　第14号／双六でたどる戦中・戦後／館報　
第17号
＜昭和女子大学光葉博物館＞　博物館コレクション　漆／日本の郷土玩具Ⅲ　
紙・竹・貝・わら・植物・布・その他
＜水彩連盟＞　第75回記念水彩連盟展画集
＜杉並区教育委員会事務局生涯学習推進課＞　研究紀要　第23号
＜杉並区立郷土博物館＞　萩外荘と近衛文麿／祭りばやしのひびき　杉並の祭

礼と郷土芸能
＜浅草寺＞　佛教文化講座　第60集
＜大正大学教務課学芸員課程＞　年報　第20号
＜台東区教育委員会＞　文化財調査報告書　第53集
＜たばこと塩の博物館＞　隅田川をめぐる文化と産業　浮世絵と写真でみる江
戸・東京／年報　31号
＜調布市郷土博物館＞　考古資料でたどる調布の三万年
＜帝国データーバンク史料館＞　別冊　Muse 2015
＜東京家政学院生活文化博物館＞　年報　第23号／民族衣装ってポップ、刺
繍
＜東京家政大学博物館＞　紀要　第21集
＜東京大学史料編纂所＞　附属画像史料解析センター通信　第73号
＜東京都江戸東京博物館＞　調査報告書　第30、31集／紀要 第6号
＜東京都北区教育委員会＞　糸と光と風景と　刺繍を通してみる近代／研究報
告　第18号／近代工業化のルーツ・滝野川反射炉展　まなぶ・つくる・うけ
いれる／浮世絵の愉しみ　異なる主題による４回の展示実践
＜東京都三多摩公立博物館協議会＞　ミュージアム多摩　№37
＜東京都スポーツ文化事業団東京都埋蔵文化財センター＞　南多摩発見伝　丘
陵人の宝もの　遺跡からみた多摩丘陵の歴史
＜東京都台東区教育委員会＞　文化財調査報告書　第54集　浅草寺絵馬扁額
調査報告書　浅草寺の絵馬と扁額
＜日本博物館協会＞　安定化処理　大津波被災文化財保存修復技術連携プロ
ジェクト　2015改訂版
＜パルテノン多摩／多摩市文化振興財団＞　博物館部門　刊行物カタログ　
1987-2015
＜府中市郷土の森博物館＞　紀要　第29号
＜文京ふるさと歴史館＞　年報　第19号
＜法政大学資格課程＞　年報　Vol.5
＜港区教育委員会＞　但馬出石藩仙石家屋敷跡　虎ノ門・六本木地区市街地再
開発事業地遺跡の発掘調査／区内近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告　61　
TM175　肥前五島（福江）藩五島家屋敷跡遺跡発掘調査報告書／埋蔵文化財調査
年報　13／平成２８年度　区指定文化財
＜港区立港郷土資料館＞　館報　33、34／研究紀要　18
＜武蔵大学学芸員課程＞　報告書　第27号
＜明治大学学芸員養成課程＞　Museoligist　31／Museum Study　27
＜目黒区立美術館＞　高島野十郎　光と闇、魂の軌跡
＜立教大学学校・社会教育講座＞　MOUSEION　№61
＜立正大学文学部博物館学芸員課程＞　年報　第18号
＜早稲田大学文学学術院　早稲田大学東アジア都城・シルクロード考古学研究
所＞　山室姫塚古墳の研究　デジタル三次元測量・GPR調査報告書
＜鎌倉文化研究会＞　鎌倉　第121、122号
＜首都圏形成史研究会＞　年報　第5号
＜専修大学考古学会＞　専修考古学　第15号
＜平塚市博物館＞　研究報告　自然と文化　第39号／古代生活実験室　とに
かくやってみよう！／年報　第39号／ひらつかの家康伝説　由緒と地域／レ
ンズが見たひらつか2　1976-2016
＜横須賀市自然・人文博物館＞　すべては製鉄所から始まった　Made in 
Japanの原点／資料集　第40号／研究報告 自然科学　第63号
＜横浜市歴史博物館＞　わがまち横浜再発見　ヨコハマ3万年の交流　横浜の
あゆみ　ヒト・モノ・マチ／資料目録　第24集／称名寺貝塚　土器とイルカ
と縄文人／すくすく育て　みんなの願い　出産と育児をめぐるモノがたり／大
昔のくらしをさぐる／平成27年度　学校内歴史資料室を活用した博物館デ
ビュー支援事業　年報／楽しい浮世絵ヒストリー　丹波コレクションの世界／
紀要　第20号／調査研究報告　第12号
＜長岡市立科学博物館＞　NKH　館報　No.100／研究報告　第51号
＜新潟県立歴史博物館＞　年報　第15号／研究紀要　第17号
＜新潟市文化スポーツ部歴史文化課＞　新潟市のあゆみ　増補改訂版
＜北杜市郷土資料館＞　北杜の甲州街道　ほくと、もっと知りたい！！
BOOKLET 18／ほくと、もっと知りたい！！　BOOKLET20　ほくと歴史の
杜紀行　大自然に育まれた郷土の文化
＜飯田市美術博物館＞　研究紀要　第26号／日本の近代化に挑んだ人びと　
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　田中芳男と南信州の偉人たち
＜長野市立博物館＞　伊勢町八田家所蔵品調査報告　収蔵資料目録　民
俗 3　歴史 16／紀要　第 17号　人文系／海津城の主たち
＜松代文化施設等管理事務所＞　真田宝物館収蔵品目録　真田家旧蔵資
料目録　機械・彫刻・勲章／戦国の真田／こども　松代見て歩き　松代
　真田のはじまり
＜松本市立博物館＞　年報　2014／戦争の記憶と記録から平和を考え
る
＜みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム＞　紀要　第 15集／
活用の手引き・活用実践集　平成 27年度版／年報　Vol.16
＜静岡市立芹沢銈介美術館＞　芹沢銈介の収集 3　アンデスの染織
＜静岡市立登呂博物館＞　館報　21、22
＜島田市博物館＞　年報　第 13号
＜沼津市歴史民俗資料館＞　資料集 29 ／紀要　40
＜浜松市博物館＞　徳川家康　天下取りへの道　家康と遠江の国衆
＜安城市歴史博物館＞　時代を彩った美女たち／年報　第 25号／まね
る　うつす　つたえる
＜新城市鳳来寺山自然科学博物館＞　館報第 45号
＜田原市教育委員会＞　埋蔵文化財調査報告書　第 10集／田原の文化
　第 42号
＜田原市博物館＞　田原の美術　道家珍彦展　シルクロードと渥美／研
究紀要　第 8号
＜南山大学人類学博物館＞　紀要　第 34号
＜半田市立博物館＞　年報・紀要　平成 26年度
＜楽浪文化財修理所＞　文化財修理報告書　VOL.13
＜栗東歴史民俗博物館＞　旧中島家住宅かまど再生事業報告書／紀要　
第 22号
＜亀岡市文化資料館＞　ふるさと亀岡のお城　平城・平山城・山城・城
館／戦後 70年、あのときの亀岡／中川小十郎　馬路村より立命館創立
者へ／季節の楽しみ　行事食と暮らしの道具
＜立命館大学国際平和ミュージアム＞　紀要　第 17号 
＜大阪市立自然史博物館＞　ミニガイド　No.27、28／館報　40、
41／動かないタマゴと動くタネのひみつ／氷河時代―気候変動と大阪
の自然―
＜大阪歴史博物館＞　年報　平成 26年度
＜緒方洪庵記念財団　除痘館記念資料室＞　小児を救った種痘学入門　
ジェンナーの贈り物
＜柏原市立歴史資料館＞　江戸時代の国分村／まじなう　古代の祈りの
道具たち／古文書調査報告書　第 11集 ／館報　28
＜かんさい・大学ミュージアム連携実行委員会＞　交流する大学ミュー
ジアムを目指して　大学の扉を開く　実施報告書
＜関西大学博物館＞　紀要　第 22号／なごみのガラス　坂崎幸之助　
和ガラスコレクション
＜きしわだ自然資料館＞　研究報告　第 4号
＜八尾市立歴史民俗資料館＞　館報　平成 27年度／研究紀要　第 27
号
＜播磨町郷土資料館＞　館報　27
＜元興寺文化財研究所＞　研究報告　2015
＜島根県大田市教育委員会＞　石見銀山遺跡発掘調査概要　23
＜津山郷土博物館＞　年報　平成 27年度／行列を組む武士たち　津山
藩松平家の行列図より
＜下関市立考古博物館＞　研究紀要　第 20号／年報　 21
＜徳島市立徳島城博物館＞　こども博物館　江戸時代ブンカイ大図鑑／
坂東宗稜と近代徳島の茶の湯
＜福岡市経済観光文化局　埋蔵文化財センター＞　年報　第 34号
＜福岡市博物館＞　収蔵品目録　29～ 31／年報　21／研究紀要 第
24、25号
＜熊本博物館＞　館報　N0.28

＜個人＞発行者以外が寄贈者の場合、（　）に記した
（石田年子）『的からさぐるオビシャの真意』／（石塚勝巳）『輝く瞳ととも

に　アジアの途上国に学校をつくった人たちの物語』『奔走老人　あなた
の村に学校をつくらせてください』／ ( 金山喜昭 )『日本の博物館総合調
査研究　平成27年度報告書　平成25～27年度』／（髙梨兵左衛門）『醤
油醸造業と地域の工業化　髙梨兵左衛門家の研究』／（平井忠）『山稜の一
夜』／（笛木三郎）『つぶやき　5　最終版　特集　定年後は古典文学がお
もしろい』／（古屋和樹）『洋泉社MOOK 別冊歴史REAL　完全保存版　
江戸の食と暮らし』／ ( 法政大学資格課程 )『公立博物館・美術館におけ
る指定管理者制度の調査研究』／（山本芳美）『イレズミと日本人』／（渡邊
孝）『究極のサービスホスピタリティの教科書』『小さな飲食店・レストラ
ンのサービス改造マニュアル』
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３－３　施設の概要

《野田市郷土博物館》
○所在地　　　　　　　　野田市野田 370 番地の 8
○施設概要
　①敷地面積　　　　　　5,057.21 ㎡（含野田市市民会館敷地）
　　　　　　　　　　　　　※その他隣接地（野田市野田 383 番地の 6）に駐車場 970.28 ㎡有り
　②建物の構造　　　　　鉄筋コンクリート 2階建
　③延床面積　　　　　　379 ㎡
　④その他付属建物　　　事務室（軽量鉄骨 2階建 33㎡）、学芸員室（木造瓦葺平屋 45㎡）、
　　　　　　　　　　　　屋外便所（木造瓦葺平屋 25㎡）、資料保管倉庫（木造瓦葺平屋 99㎡）
　⑤別施設　　　　　　　上花輪資料保管庫（軽量鉄骨 2階建 216 ㎡）
　　　　　　　　　　　　　※所在地　野田市野田 849 番地
　⑥所蔵資料点数　　　　23,766 点（平成 29年 3月現在）
　⑦資料台帳登録件数　　9,141 件

《野田市市民会館》
○所在地　　　　　　　　野田市野田 370 番地の 8
○施設概要
　①建物の構造　　　　　木造瓦葺平屋
　②延床面積　　　　　　618 ㎡
　③主要施設　　　　　　和室 10畳 2室、和室 8畳 4室、和室 6畳 2室、和室 4畳半 1室、
　　　　　　　　　　　　和室 4畳 1室、板の間約 16畳 1室他
　④その他付属建物　　　茶室 26.19 ㎡（松樹庵）
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３－４　条例・規則等

　　○野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例
平成18年 12月 25日
野田市条例第48号

　野田市郷土博物館設置条例 ( 昭和 33年野田市条例第 13号 ) の全部
を改正する。
　（設置）
第 1条　本市は、市民が自ら行う郷土の歴史、文化等の学習及び調査
　研究を支援するとともに、生涯学習のための市民相互の交流の場を創
　出し、もって市民の教養、学術及び文化の向上に寄与することを目的
　として、博物館法（昭和 26年法律第 285 号）の規定に基づき、野田
　市郷土博物館（以下「博物館」という。）を設置する。
　（位置）
第2条　博物館の位置は、野田市野田 370番地の 8とする。
　（開館時間等）
第3条　博物館の開館時間及び休館日は、教育委員会規則で定める。
　（事業）
第4条　博物館においては、次に掲げる事業を行う。
　（1）　歴史、文化等に係る調査研究、資料の整備及び情報の市民に対
　　　する提供を行うこと。
　（2）　歴史、文化等に係る資料の展示を行うこと。
　（3）　観察会、講習会その他の生涯学習のための市民相互の交流を促
　　　進する事業を行うこと。
　（4）　自主的な調査又は研究を行う団体の育成を図ること。
　（5）　その他博物館の設置の目的を達成するために必要な事業を行う
　　　こと。
（指定管理者の業務）
第 5 条　次に掲げる博物館の管理に関する業務は、地方自治法（昭和
　22年法律第67号）第244条の2第3項の規定により、指定管理者（同
　項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。
　（1）　博物館の利用に関する業務
　（2）　前条に掲げる事業に関する業務
　（3）　博物館の施設及び設備の維持管理に関する業務
　（4）　その他教育委員会が定める業務
　（平 21条例 8・一部改正）
第6条から第8条まで　削除
　（平 21条例 8）
　（利用の制限）
第 9条　指定管理者は、博物館の管理上支障があると認められるとき
　は、博物館及びその保管する歴史、文化等に係る資料の利用を制限す
　ることができる。
　（利用料金等）
第 10条　博物館の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）は、無料
　とする。ただし、指定管理者が期間を定めて特別な展示を行う場合で
　教育委員会が必要と認めたときは、博物館に入館しようとする者は、
　利用料金を指定管理者に納付しなければならない。
2　利用料金は、指定管理者の収入とする。
3　利用料金の額は、500円の範囲内において、指定管理者が教育委員
　会の承認を得て定めるものとする。
4　教育委員会は、前項の承認をしたときは、その旨及び利用料金の額
　を告示するものとする。
　（委任）
第11条　この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が定める。
　　　　附　則
　（施行期日）
1　この条例は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　この条例による改正後の野田市郷土博物館の設置及び管理に関する
　条例（以下この項において「新条例」という。）第 5条第 2項から第 4項

　まで及び第 8条の規定による指定管理者の指定に関し必要な手続そ
　の他の行為は、この条例の施行前においても、新条例の例によりする
　ことができる。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市条例第 8号）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　（経過措置）
2　この条例の施行前に第 1条から第 14条までの規定による改正前の
　それぞれの条例の規定によってした処分、手続その他の行為であっ
　て、野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成
　21年野田市条例第 7号。以下この項において「指定管理者条例」とい
　う。）の規定に相当の規定があるものは、指定管理者条例の相当の規定
　によってしたものとみなす。
3　この条例の施行の際現に指定管理者の指定を受けているものに対す
　る業務報告の聴取については、なお従前の例による。

　　○野田市市民会館の設置及び管理に関する条例
平成18年 12月 25日
野田市条例第47号

　野田市市民会館条例（昭和31年野田市条例第19号）の全部を改正する。
　（設置）
第1条　本市は、豊かな人間性の育成及び市民文化の高揚を図るため、
　市民相互の交流と伝統文化等の学習の場を創出し、もって市民の教養
　及び文化の向上に寄与することを目的として、野田市市民会館（以下
　「市民会館」という。）を設置する。
　（位置）
第2条　市民会館の位置は、野田市野田 370番地の 8とする。
　（管理）
第 3条　市民会館の管理は、市長と教育委員会との協議に基づく委任
　により教育委員会が行う。
　（開館時間等）
第4条　市民会館の開館時間及び休館日は、教育委員会規則で定める。
　（事業）
第5条　市民会館においては、次に掲げる事業を行う。
　（1）　講習会その他の市民相互の交流を促進する事業を行うこと。
　（2）　伝統文化の伝承のための事業及び体験学習を行うこと。
　（3）　その他市民会館の設置の目的を達成するために必要な事業を行
　　　うこと。
　（指定管理者の業務）
第6条　次に掲げる市民会館の管理に関する業務は、地方自治法（昭和
　22年法律第67号）第244条の2第3項の規定により、指定管理者（同
　項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。
　（1）　市民会館の利用に関する業務
　（2）　前条に掲げる事業に関する業務
　（3）　市民会館の施設及び設備の維持管理に関する業務
　（4）　その他教育委員会が定める業務
　（平 21条例 8・一部改正）
第7条から第9条まで　削除
　（平 21条例 8）
　（利用の許可）
第10条　市民会館を利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の
　許可を受けなければならない。利用の許可に係る事項を変更しようと
　するときも同様とする。
2　指定管理者は、前項の許可をする場合には、市民会館の管理上必要
　な条件を付することができる。
　（利用の制限）
第11条　指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する場合には、市
　民会館の利用の許可を取り消し、又は許可しないことができる。
　（1）　公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認め
　　　られるとき。
　（2）　市民会館の設置目的に反すると認められるとき。
　（3）　その他市民会館の管理上支障があると認められるとき。
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　（利用料金等）
第12条　第 10条第 1項の規定により市民会館の利用の許可を受けた
　者（以下「利用者」という。）は、直ちに施設の利用に係る料金（以下「利
　用料金」という。）を指定管理者に納付しなければならない。
2　利用料金は、指定管理者の収入とする。
3　利用料金の額は、別表に定める額の範囲内において、指定管理者が
　教育委員会の承認を得て定めるものとする。
4　教育委員会は、前項の承認をしたときは、その旨及び利用料金の額
　を告示するものとする。
　（利用料金の減免）
第13条　指定管理者は、教育委員会規則で定める基準により、利用料
　金を減免することができる。
　（利用料金の還付）
第14条　既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者が特別
　の理由があると認めたときは、この限りでない。
　（原状回復の義務）
第15条　利用者は、施設等の利用が終わったときは、直ちにこれを原
　状に復さなければならない。
2　利用者が前項に規定する義務を履行しないときは、指定管理者がこ
　れを執行し、これに要した費用は利用者の負担とする。
　（広告及び販売行為等の禁止）
第16条　利用者は、市民会館の施設等において広告の掲示、物品の販
　売、入場料又は観覧料の徴収その他これに類する行為をしてはならな
　い。ただし、教育委員会が必要と認めた場合は、この限りでない。
　（委任）
第17条　この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が定める。
　　　　附　則
　（施行期日）
1　この条例は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　この条例による改正後の野田市市民会館の設置及び管理に関する条
　例（以下この項において「新条例」という。）第 6条第 2項から第 4項ま
　で及び第 9条の規定による指定管理者の指定に関し必要な手続その
　他の行為は、この条例の施行前においても、新条例の例によりするこ
　とができる。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市条例第 8号）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　（経過措置）
2　この条例の施行前に第 1条から第 14条までの規定による改正前の
　それぞれの条例の規定によってした処分、手続その他の行為であっ
　て、野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成
　21年野田市条例第 7号。以下この項において「指定管理者条例」とい
　う。）の規定に相当の規定があるものは、指定管理者条例の相当の規定
　によってしたものとみなす。
3　この条例の施行の際現に指定管理者の指定を受けているものに対す
　る業務報告の聴取については、なお従前の例による。
　　　　附　則（平成 21年 9月 30日野田市条例第 29号）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 22年 1月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、平成 21年 11月 1日から施行する。
　（準備行為）
2　この条例による改正後の野田市市民会館の設置及び管理に関する条
　例第 12条の規定による野田市市民会館の利用料金等に関し必要な手
　続その他の行為は、同条の規定の例により、この条例の施行前におい
　ても行うことができる。
　　　　附　則（平成 25年 12月 27日野田市条例第 40号抄）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 26年 4月 1日から施行する。
　（経過措置）
2　この条例の施行の日 ( 以下「施行日」という。) 前にこの条例による改
　正前の次に掲げる条例の規定によりなされた許可に係る使用料及び利
　用料金については、なお従前の例による。

　(1) から (7) まで　略
　(8)　野田市市民会館の設置及び管理に関する条例
別表（第 12条第 3項）
　　　　（平 21条例 29・平 25条例 40・一部改正）

　備考　市内に住所を有しない利用者に係る利用料金の額は、上記の表
　　に定める額の 2倍の額とする。

　　○野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例施行規則
平成18年 12月 28日

野田市教育委員会規則第19号

　野田市郷土博物館規則（昭和 34年野田市教育委員会規則第 1号）の全
部を改正する。
　（趣旨）
第 1条　この規則は、野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例
　（平成 18年野田市条例第 48号。以下「条例」という。）の施行に関し必
　要な事項を定めるものとする。
　（開館時間）
第2条　野田市郷土博物館（以下「博物館」という。）の開館時間は、午前
　9時から午後 5時までとする。ただし、あらかじめ指定管理者が教育
　長の承認を得たときは、これを変更することができる。
　（休館日）
第3条　博物館の休館日は、次のとおりとする。ただし、あらかじめ指
　定管理者が教育長の承認を得たときは、臨時に休館し、又は開館する
　ことができる。
　（1）　火曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第
　　　178号）に規定する休日に当たるときを除く。）
　（2)　12月 29日から翌年の 1月 3日までの日
　（平 19教委規則 16・一部改正）
　（館外利用）
第 4条　指定管理者は、別に定めるところによりその保管する資料を
　学校その他の教育機関等が利用する場合は、館外において利用させる
　ことができる。
2　前項の規定にかかわらず、教育長が指定する資料は、館外において
　利用することができない。
　（資料の寄贈）
第5条　教育長は、資料の寄贈を受けることができる。
2　資料を寄贈しようとする者は、野田市郷土博物館寄贈申込書（別記
　第 1号様式）を教育長に提出し、その承諾を受けなければならない。
3　教育長は、前項の承諾をしたときは、資料と引き換えに受領書（別
　記第 2号様式）を交付するものとする。
　（資料の寄託）
第6条　教育長は、資料の寄託を受けることができる。
2　資料を寄託しようとする者は、野田市郷土博物館寄託申込書（別記
　第 3号様式）を教育長に提出し、その承諾を受けなければならない。
3　教育長は、前項の承諾をしたときは、資料と引き換えに受託書（別
　記第 4号様式）を交付するものとする。

室名等＼区分 午前9時から午後5時
まで1時間につき

午後5時から午後9時
まで1時間につき

松の間

竹の間

梅の間

柳の間

楓の間

藤の間

桃の間

月の間

雪の間

菊の間

松樹庵（茶室）

200 円

170 円

130 円

60 円

100 円

100 円

60 円

170 円

100 円

170 円

340 円

230 円

170 円

130 円

170 円

170 円

100 円

230 円

170 円

230 円

690 円
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4　寄託は、無償とする。
5　指定管理者は、第 1項の規定により寄託を受けた資料を博物館所蔵
　の資料と同一の注意をもって管理しなければならない。
6　寄託された資料が災害その他避けられない事故により損害を生じた
　ときは、教育長及び指定管理者はその責めを負わない。
　（費用）
第 7条　教育長は、資料の寄贈若しくは寄託を受けるため、又は寄託
　を受けた資料を返還するために要する費用の全部又は一部を負担する
　ことができる。
　（一時的な借用）
第 8条　指定管理者は、展示その他博物館の運営上必要があると認め
　たときは、あらかじめ教育長の承認を得て、博物館以外が保管する資
　料を一時的に借用することができる。
　（利用者の遵守事項）
第9条　利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。
　（1）　施設を損傷し、又は汚損しないこと。
　（2）　指定管理者の許可なく資料に触れないこと。
　（3）　騒音若しくは怒声を発し、又は暴力を用いる等他人に迷惑を及
　　　ぼす行為をしないこと。
　（4）　前 3号に掲げるもののほか、管理上必要な指示に反する行為を
　　　しないこと。
第10条　削除
　（平 21教委規則 2）
　（指定申請書等）
第11条　野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例
　（平成 21年野田市条例第 7号。以下「手続条例」という。）第 3条の申
　請書は、野田市郷土博物館指定管理者指定申請書（別記第 5号様式）
　とする。
2　手続条例第 3条に規定する規則で定める書類は、次に掲げるとおり
　とする。
　（1）　定款、規約その他これらに類する書類
　（2）　法人にあっては、当該法人の登記事項証明書
　（3）　当該申請書を提出する日の前事業年度の収支計算書及び事業報
　　　告書
　（4）　当該施設の管理に関する業務の収支予算書
　（5）　その他教育委員会が必要と認める書類
　（平 20教委規則 6・平 21教委規則 2・一部改正）
　（選定等の通知）
第 12条　教育委員会は、手続条例第 4条の規定による審査をしたと
　きは、その結果を野田市郷土博物館指定管理者選定結果通知書（別記
　第 6号様式）により通知するものとする。
2　教育委員会は、手続条例第 5条の規定により指定管理者を指定した
　ときは、野田市郷土博物館指定管理者指定通知書（別記第 7号様式）
　により通知するものとする。
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（業務報告書の記載事項）
第13条　手続条例第 10条の業務報告書には、次に掲げる事項を記載
　しなければならない。
　（1）　博物館の管理の実施状況及び利用状況
　（2）　博物館の管理に係る経費の収支状況
　（3）　前2号に掲げるもののほか、教育委員会が特に必要と認めた事項
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（委任）
第14条　この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。
　　　　附　則
　（施行期日）
1　この規則は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　指定管理者の指定に関し必要な手続その他の行為は、この規則の施行前にお
　　いても、第10条から第12条までの規定の例によりするものとする。
　（野田市郷土博物館協議会運営規則及び野田市郷土博物館の職員の職
　名に関する規則の廃止）
3　次に掲げる規則は、廃止する。

　（1）　野田市郷土博物館協議会運営規則（昭和 34年野田市教育委員会
　　　規則第 2号）
　（2）　野田市郷土博物館の職員の職名に関する規則（平成元年野田市
　　　教育委員会規則第 13号）
　　　　附　則（平成19年12月28日野田市教育委員会規則第16号）
　この規則は、平成 20年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 20年 10月 1日野田市教育委員会規則第 6号）
　この規則は、平成 20年 12月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市教育委員会規則第 2号）
　この規則は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 23年 5月 26日野田市教育委員会規則第 6号抄）
　（施行期日）
1　この規則は、公布の日から施行する。
　（経過措置）
2　この規則の施行の際現にあるこの規則による改正前の旧教育委員会
　規則の様式の用紙については、当分の間、これを取り繕って使用する
　ことができる。
　　　　附　則 ( 平成 28年 3月 31日野田市教育委員会規則第 7号 )
　　この規則は、平成 28年 4月 1日から施行する。

　　○野田市市民会館の設置及び管理に関する条例施行規則
平成18年 12月 28日

野田市教育委員会規則第20号

　（趣旨）
第1条　この規則は、野田市市民会館の設置及び管理に関する条例（平
　成 18年野田市条例第 47号。以下「条例」という。）の施行に関し必要
　な事項を定めるものとする。
　（開館時間）
第2条　野田市市民会館（以下「市民会館」という。）の開館時間は、午前
　9時から午後 9時までとする。ただし、あらかじめ指定管理者が教育
　長の承認を得たときは、これを変更することができる。
　（休館日）
第3条　市民会館の休館日は、次のとおりとする。ただし、あらかじめ
　指定管理者が教育長の承認を得たときは、臨時に休館し、又は開館す
　ることができる。
　（1）　火曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第　
　　　178号）に規定する休日に当たるときを除く。）
　（2）　12月 29日から翌年の 1月 3日までの日
　（平 19教委規則 16・一部改正）
　（利用の手続）
第4条　市民会館を利用しようとする者（以下「利用希望者」という。）は、
　野田市市民会館利用申請書（別記第 1号様式）を指定管理者に提出し、
　許可を受けなければならない。
2　前項の規定にかかわらず、利用希望者は、電話その他の方法により、
　指定管理者に次に掲げる事項を明らかにして利用の予約をすることが
　できる。
　（1）　利用する室名等
　（2）　利用する日時
　（3）　利用する目的
　（4）　利用する人数
　（5）　利用する備品、器具等
　（6）　前 5号に掲げるもののほか、必要な事項
3　前項の規定により予約をした者は、第 1項の申請書を提出したもの
　とみなす。
4　利用希望者は、利用しようとする日の 2月前から第 1項の申請書を
　提出し、又は第 2項の予約をすることができる。ただし、指定管理者
　が必要と認めるときは、この限りでない。
　（利用の許可）
第 5条　指定管理者は、市民会館の利用を許可したときは、野田市市
　民会館利用許可書兼領収書（別記第 2号様式）を利用料金と引き換え
　に利用希望者に交付するものとする。
　（利用の変更等）
第 6条　利用希望者は、市民会館の利用の内容を変更し、又は取りや
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　めようとするときは、あらかじめ指定管理者に届け出なければならな
　い。
　（利用料金の減免）
第7条　条例第 13条の規定による減免を受けようとする者は、野田市
　市民会館利用料金減免申請書（別記第 3号様式）を指定管理者に提出
　しなければならない。
　（減免の基準）
第8条　条例第 13条に規定する教育委員会規則で定める基準は、次の
　とおりとする。
　（1）　官公署が主催する諸行事及び会議等に利用する場合は、利用料
　　　金を免除する。
　（2）　前号に掲げるもののほか、指定管理者が利用料金を減免する必
　　　要があると認めるときは、教育長の承認を得てその都度定める額
　　　を減免することができる。
　（利用者の遵守事項）
第9条　利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。
　（1）　施設を損傷し、又は汚損しないこと。
　（2）　指定管理者の許可なく備品、器具等を利用し、又は移動しない
　　　こと。
　（3）　騒音若しくは怒声を発し、又は暴力を用いる等他人に迷惑を及
　　　ぼす行為をしないこと。
　（4）　前 3号に掲げるもののほか、管理上必要な指示に反する行為を
　　　しないこと。
　（職員の立入り）
第10条　指定管理者は、市民会館の管理上必要と認めるときは、指定
　管理者の指定した職員を、利用している施設に立ち入らせることがで
　きる。
　（利用の制限）
第11条　指定管理者は、条例第 11条の規定により市民会館の利用を
　制限した場合は、野田市市民会館利用制限通知書（別記第 4号様式）
　を交付するものとする。
第12条　削除
　（平 21教委規則 2）
　（指定申請書等）
第13条　野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例
　（平成 21年野田市条例第 7号。以下「手続条例」という。）第 3条の申
　請書は、野田市市民会館指定管理者指定申請書（別記第 5号様式）と
　する。
2　手続条例第 3条に規定する規則で定める書類は、次に掲げるとおり
　とする。
　（1）　定款、規約その他これらに類する書類
　（2）　法人にあっては、当該法人の登記事項証明書
　（3）　当該申請書を提出する日の前事業年度の収支計算書及び事業報
　　　告書
　（4）　当該施設の管理に関する業務の収支予算書
　（5）　その他教育委員会が必要と認める書類
　（平 20教委規則 6・平 21教委規則 2・一部改正）
　（選定等の通知）
第 14条　教育委員会は、手続条例第 4条の規定による審査をしたと
　きは、その結果を野田市市民会館指定管理者選定結果通知書（別記第
　6号様式）により通知するものとする。
2　教育委員会は、手続条例第 5条の規定により指定管理者を指定した
　ときは、野田市市民会館指定管理者指定通知書（別記第 7号様式）に
　より通知するものとする。
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（業務報告書の記載事項）
第15条　手続条例第 10条の業務報告書には、次に掲げる事項を記載
　しなければならない。
　（1）　市民会館の管理の実施状況及び利用状況
　（2）　市民会館の管理に係る経費の収支状況
　（3）　前2号に掲げるもののほか、教育委員会が特に必要と認めた事項
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（委任）
第16条　この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。

　　　　附　則
　（施行期日）
1　この規則は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　指定管理者の指定に関し必要な手続その他の行為は、この規則の施
　行前においても、第 12条から第 14条までの規定の例によりするも
　のとする。
　　　　附　則（平成19年12月28日野田市教育委員会規則第16号）
　この規則は、平成 20年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 20年 10月 1日野田市教育委員会規則第 6号）
　この規則は、平成 20年 12月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市教育委員会規則第 2号）
　この規則は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 23年 5月 26日野田市教育委員会規則第 6号抄）
　（施行期日）
1　この規則は、公布の日から施行する。
　（経過措置）
2　この規則の施行の際現にあるこの規則による改正前の旧教育委員会
規則の様式の用紙については、当分の間、これを取り繕って使用するこ
とができる。
　　　　附　則 ( 平成 28年 3月 31日野田市教育委員会規則第 7号 )
　　この規則は、平成 28年 4月 1日から施行する。

　　○野田市郷土博物館資料館外利用規程

　（趣旨）
第 1条　この規程は、野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例
　施行規則（平成 18年野田市教育委員会規則第 19号）第 4条に規定す
　る野田市郷土博物館資料（以下「資料」という。）の館外利用について必
　要な事項を定めるものとする。
　（資料の館外利用の限度）
第2条　資料の館外貸出しは教育委員会の承認を得て指定管理者（野田
　市博物館の設置及び管理に関する条例（平成 18 年野田市条例第 48
　号）第 5条第 1項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）の定めた
　範囲で行うものとする。ただし、指定管理者は、資料を貸出ししたと
　きは博物館資料館外貸出し報告書（別記第 1号様式）により教育委員
　会に報告しなければならない。
　（利用者）
第3条　資料には次に掲げる教育機関及び教育団体等で教育、学術、
　文化に関する調査、研究又は普及の用に供することを目的とするもの
　に限り利用させるものとする。
　（1）　博物館
　（2）　学校及び公民館、図書館
　（3）　その他指定管理者が適当と認めたもの
　（貸出しの期間）
第4条　資料貸出しの期間は 15日以内とする。ただし、指定管理者が
　特別の事由があると認めたときは期間を延長することができる。
　（利用の手続き）
第 5条　資料の館外利用をしようとするものは博物館資料借用申込書
　（別記第 2号様式）を利用前 15日までに指定管理者に提出し、その承
　認を受けるものとする。
2　指定管理者は、前項の規定により承認した場合は、博物館資料館外
　貸出し承認通知書（別記第 3号様式）により利用者に通知するものと
　する。
3　前項に規定により承認を受けたものは博物館資料借用書（別記第 4
　号様式）を指定管理者に提出し、資料を借り受けるものとする。
　（経費の負担）
第6条　資料の館外利用に必要な経費は利用者の負担とする。
　（損害の弁償）
第 7条　利用者の責に帰すべき事由により、資料を汚損、き損又は滅
　失した場合は利用者は修理又は相当額を弁償しなければならない。
　　　　附　則
　この規程は平成 19年 4月 1日より施行する。
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野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例施行規則
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野田市市民会館の設置及び管理に関する条例施行規則

教示

1　この処分について不服がある場合には、この処分があったことを知った日の翌日から起         

 算して3か月以内に、教育委員会に対して審査請求をすることができます。

2　この処分については、上記1の審査請求のほか、この処分があったことを知った日の翌

 日から起算して 6 か月以内に、市を被告として(訴訟において市を代表する者は教育委員会

 となります。)、処分の取消しの訴えを提起することができます。なお、上記1の審査請

 求をした場合には、処分の取消しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知っ

 た日の翌日から起算して6か月以内に提起することができます。

3　ただし、上記の期間が経過する前に、この処分(審査請求をした場合には、その審査請

 求に対する裁決)があった日の翌日から起算して 1 年を経過した場合は、審査請求をするこ

 とや処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。なお、正当な理由があると

 きは、上記の期間やこの処分(審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決)が

 あった日の翌日から起算して 1 年を経過した後であっても審査請求をすることや処分の取

 消しの訴えを提起することが認められる場合があります。
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教示

　1　この処分について不服がある場合には、この処分があったことを知った日の翌日から起算して 3

　 か月以内に、市長に対して審査請求をすることができます。

　2　この処分については、上記 1 の審査請求のほか、この処分があったことを知った日の翌日から起

　 算して 6 か月以内に、市を被告として ( 訴訟において市を代表する者は教育委員会となります。)、

　 処分の取消しの訴えを提起することができます。なお、上記 1 の審査請求をした場合には、処分の 

　 取消しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して 6 か月以

　 内に提起することができます。

　3　ただし、上記の期間が経過する前に、この処分 ( 審査請求をした場合には、その審査請求に対す 

　 る裁決 )があった日の翌日から起算して 1年を経過した場合は、審査請求をすることや処分の取消

　 しの訴えを提起することができなくなります。なお、正当な理由があるときは、上記の期間やこの 

　 処分(審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決)があった日の翌日から起算して1年 

　 を経過した後であっても審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することが認められる場 

　 合があります。
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野田市郷土博物館資料館外利用規程

教示

1　この処分について不服がある場合には、この処分があったことを知った日の翌日から起算して 3 か

 月以内に、教育委員会に対して審査請求をすることができます。

2　この処分については、上記 1 の審査請求のほか、この処分があったことを知った日の翌日から起算

 して 6 か月以内に、市を被告として ( 訴訟において市を代表する者は教育委員会となります。)、処

 分の取消しの訴えを提起することができます。なお、上記 1 の審査請求をした場合には、処分の取消

 しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して 6 か月以内に提

 起することができます。

3　ただし、上記の期間が経過する前に、この処分 ( 審査請求をした場合には、その審査請求に対する

 裁決 ) があった日の翌日から起算して 1 年を経過した場合は、審査請求をすることや処分の取消しの

 訴えを提起することができなくなります。なお、正当な理由があるときは、上記の期間やこの処分(審

 査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決 ) があった日の翌日から起算して 1 年を経過した

 後であっても審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することが認められる場合があります。
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３－５　施設の運営組織

　野田市郷土博物館と野田市市民会館は平成 19 年度より指定管理者であるNPO法人野田文化広場に
よって一体的に管理運営されている。NPO法人野田文化広場は平成 17 年設立（平成 17 年 5月法人格
認証）し、設立当初より「文化によるまちづくり」を掲げ、寺子屋講座、観月会、山中直治記念コンサー
トといったまちづくり事業、キャリアデザイン事業に取り組んできた。指定管理者として選定されてか
らは、従来のイベントは自主事業として継続しながら、新たに博物館企画事業委員会及び博物館経営委
員会を組織し、野田市の承認を得た事業計画を元に郷土博物館・市民会館の指定管理事業の企画・実施
にあたっている。
　平成 24年度より、博物館と市民が直接対話する場を設け、市民からの意見を博物館運営の参考とす
ることを目的に、博物館懇談会を年間 2回（平成 24、25 年度は 3回）開催している。多様な職業の市民
5名に委員を務めていただき、博物館の事業について意見を聴き、運営の参考としている。議事録は当
館のホームページで公開している。

３－６　役員

理 事 長
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事

古谷光裕
秋葉啓子
小林照男
須田敏男
染谷幸雄
中村政道
圓﨑直之

副理事長
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
顧　　問

山本章裕
足立博志
下津谷達男
関根一男
髙梨綾子
土生谷博之
茂木佐平治

理事（事務局長）
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事

金山喜昭
石山啓二郎
神宮善太郎
染谷　慧
田中鐘一
皆川浩一

３－７　職員

館　　長
学 芸 員

関根一男
寺内健太郎

学 芸 員
学 芸 員

柏女弘道
田口阿紀

学 芸 員
事 務 員

大貫洋介
澁谷由梨子

３－８　博物館懇談会 (平成28年度 )

委　　員
委　　員

生田武士
茂田井宏

委　　員
委　　員

宇佐見節子
米川幸克

委　　員 沼野秀樹

第 1回
第 2回

月　　日
11月 30 日（水）
3月 15 日（水）

内　　　　容
特別展「生誕140年　染谷亮作と川間村」について 
市民公募展「集まれ！食の仕事人～見せます、私の仕事道具～」について 
 平成29年度事業計画について
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年　報

4　博物館評価



博物館評価（2016年度）

Ⅰ　博物館評価について
　2010 年度より、当館では事業戦略会議ワーキングチームを立ち上げて、博物館評価（自己評価）の作
業を開始した。この博物館評価は、NPOが指定管理者として管理運営をする中で、事業のみならず博
物館活動全般において、それまで行ってきたことをチェックして改善をはかるために実施している。
ワーキングチームのメンバーはNPO法人野田文化広場事務局長と学芸員 4名で、検討内容の途中経過
は随時、その間に開かれた企画事業委員会や法人の理事会で報告して意見を聴取してきた。
　博物館評価表（A3折込）は、当館の３つのミッション（13ページ）を大項目とし、これに対応するよう
にして、それぞれの具体的な目標となる中項目を設定した上でさらに具体的な評価指標の項目をあげ
た。そこに、指定管理運営となった 2007 年度以降のデータを入れ、経年的な推移を示している。また
モニタリング調査等で収集したデータを加えている。

Ⅱ   自己分析（Check）
①博物館機能を充実させる
　資料収集や調査研究等の博物館の基礎機能を充実させる。博物館の基礎機能とは、博物館の存在基盤
であるコレクションのマネジメントである。2007 年度以降、本格的なコレクションの収集、整理、保
管管理と公開に向けた準備作業を行ってきた。また、その情報を公開することも進めている。

【現状評価】
　資料収集の状況について、収蔵点数（1）に関し、新規収蔵点数は昨年度と比べ増加したが（694 点）、
寄贈された資料件数（2）は前年度から減少した。これは 1件複数点の資料寄贈が多かったためである。
収集方法は寄贈や購入を主とし、不必要な寄託が行われないよう留意されている（3）。資料購入は昨年
度より総額が下がっているが件数は増加しており、予算を効果的に活用して必要な資料を購入すること
ができたと考えられる（4）。
　資料の保管状況について、本年度は燻蒸の実施年度ではなかったが（5）、粘着トラップによる収蔵庫
の定期的なモニタリングを継続し、例年より回数が減少した（6）。これは他業務との兼ね合いから点検
間隔が間延びしたことが原因である。虫害等は発生していないが、定期的な点検は不可欠であり、例年
並みの回数の実施を目途に計画的に点検を行いたい。
　資料再整理業務の実施状況を表す収蔵庫での作業日数（7,8）については、昨年度同様にそれほど多い
日数でないが、これは、今までに蓄積してきた資料情報のデータベースへの入力作業に力を入れて行っ
たためである。2014 年度に開設したホームページの「資料データベース」では、今年度は 94点の資料を
追加公開し、旧川間村の名士・染谷亮作ら5人の人物情報を追加した。今後も継続的に整理・入力を進め、
公開数を増やしていきたい。
　学芸員の活動について、学芸員の講演回数は昨年度とほぼ同数となっている（9）。学芸員による館外
調査の件数は昨年度より増加し例年どおりとなった（10）。館蔵資料閲覧の件数は昨年度とほぼ同数で
あった（11）。新規収蔵資料の公開は引き続き企画展「野田に生きた人々　その生活と文化」の展示スペー
スの半分を充てて行い受入件数ベースですべて紹介をした（12）。博物館の資料収集活動についての市民
への説明責任を果たすと同時に、展示内容に変化を生み出す意味でも効果的に機能している。資料貸出
件数は例年より少なかった（13）。画像の提供、利用許可件数は昨年度からさらに増加した（14）。これ
は、市民会館をコスプレ撮影で利用する若者が急速に増え、和室や庭園を背景とした写真を撮影し、
SNS等にアップするための利用申込みが増えたためである。
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【改善を要する点等】
　前年度より引き続き良好に経過していると思われる。

②利用者サービスを図る
　すべての利用者に開かれた博物館として、幅広い層の人びとが来館することを目指している。そのた
めに、公共施設としての基本的な機能を維持し、さらに館内施設の充実や利用者・関係者の満足度やニー
ズを把握して質の高い市民サービスを提供することを心掛けてきた。

【現状評価】
　博物館、市民会館ともに通常ベースの開館日数であった（15,16）。博物館の総入館者数と 1日平均入
館者数はやや減少した（17,18）。ここ数年、総入館者数約 3万人、1日平均約 110 人で推移しており、
今後もこの数値を大きく割り込まないことが求められよう。リピーター率及び初めて博物館を利用した
「新規来館市民の割合」は昨年度に比べて上昇した（19,33）。
　市民会館の方では、総入館者数（20）と 1日平均入館者数（21）は昨年とほぼ同数であった。貸部屋利
用団体数（23,24）は例年に比べて市内・市外ともに団体の利用が増加している。それに伴い貸部屋稼働
率は昨年度より増えており（22）、ほぼ毎日、貸部屋が利用されている状況となっている。
　来館者が利用に満足しているかどうかのチェックである、展覧会の満足度、施設の雰囲気や居心地に
対する満足度は昨年度とほぼ同じであった（25,26）。展覧会の満足度については、張子人形展がこれま
でで最も高い数値を記録し、亮作展も 90ポイントを超えたこともあり、全体でこれまでで最も高い数
値となった。
　職員・スタッフの対応を受けた来館者の割合（28）及び対応に対する満足度（29）は、昨年度よりわず
かに増加した。
　博物館刊行物の販売（31）は、特別展図録『染谷亮作と川間村』が好調な売れ行きを示したが売上冊数
は減少した。刊行物以外の品物の売上げは昨年度より減少した（32）。今年度はドグウのミミーの新しい
バージョンとして「ドグウのミミーマグネット」（クッキング ver.）を作成し、市民つどいの間で販売を
行った。

【改善を要する点等】
　刊行物以外の品物の売り上げの減少については、新規グッズの販売開始が年度末となったことなどが
考えられる。来館者の認知度もまだ低いため、今後積極的にアピールしていくことで認知度の向上に努
めていきたい。
　昨年度から続く市民会館の利用者の増加は、野田市の魅力を知る機会ともなり喜ばしいことである。
その一方で、登録文化財であることに配慮した施設利用について、利用者に丁寧に説明をしていく必要
があろう。

③ 市民の交流の拠点にする
　市内の様々なコミュニティに属する団体と広く連携をし、博物館がコミュニケーションの推進役となるこ
とで、地域の活性化・まちづくりに繋げていくことを目指してきた。

【現状評価】
　交流事業の総参加者数は、昨年度とほぼ同数であった（34）。さまざまなコミュニティとの連携（35～
39）では、食の仕事人において各種団体（農・商工・医療福祉）に協力を依頼するなど連携を行った。本
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④市民や市役所との意思疎通を図る
　博物館職員と市民とが対等にコミュニケーションをすること、担当課である社会教育課との意思疎通
をスムーズに行い、円滑な博物館運営につなげることを目指してきた。

【現状評価】
　博物館と市民との交流の場となっている特別展オープニングレセプションは、今年度も展示協力者を
含めて、一定数の参加を得ることができた（42）。また、2014 年度より年 2回の開催とした博物館懇談
会では、市民の委員 5名に向けて展示等の事業報告や事業計画について説明をし、いずれの回も有益
なご指摘をいただいた（43）。次に行政（本庁）と博物館との関係について、昨年度と比較すると市長、副
市長、教育長の来館回数（45）は同程度であり、博物館職員の訪庁回数（46）はわずかに減少し、市職員
の来館回数（44）は増加した。
【改善を要する点等】
　館職員の訪庁と市職員の来館については、円滑な意思疎通をするために必要なことであるため、引き
続き日常的なコミュニケーションを大切にしていきたい。

年度新たに関係のあった団体の具
体的な概要は表１のどおりである。
　小学校 3年生の「昔のくらし」の
単元での小学校団体見学は今年度
も変わらず多く、火のしや電話機
などを活用した体験が好評を博し
ている。
【改善を要する点等】
　全体的に順調に推移していると
思われる。
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表 1　新たに連携をした団体・グループ（2016年度）

コミュニティ
の種別

小中高専
小中高専
小中高専
小中高専
小中高専
各種（農業）
各種（農業）
各種（商業）
各種（福祉）
市民団体
市民団体
行政

団体・グループ名

野田市立尾崎小学校
野田市立二川小学校なかよし学級
柏市立田中小学校
専門学校野田鎌田学園
野田市清水学童保育所
関宿MILK FARMARS
農事組合法人ゆめあぐり野田
野田の食を盛り上げる会
野田地区保護司会
野田ガーデニングクラブ
野田大杉ばやし社中
野田市川間公民館

内容

研修受入
小学校見学
小学校見学
企画展、関連事業
出張講座協力
企画展
企画展
企画展
寺子屋講師
寺子屋講師
ミュージアムコンサート出演
講座協力

98



⑤博物館の活動を広める
　情報発信をし、市民が博物館の情報を入手しやすい環境を作ってきた。また、メディアに取り上げて
もらうことによって、博物館や野田の魅力の向上に努めてきた。

【現状評価】
　TV、雑誌、新聞掲載、ロケ地としての利用回数は 2013 年度と同程度であった（47,48,49）。新聞は
例年どおり展覧会に対する取材が多かった。ホームページは、セッション数がさらに増加した（50）。昨
年度新たに設けた資料データベースのページは、今後もデータの追加を行い充実を図っていく予定であ
る。また、2014 年度に発行した博物館・市民会館の両施設を合わせたパンフレットは利用者の好評を
博している。
【改善を要する点等】
　全体的に順調に推移していると思われる。

⑥市民のキャリアデザインに貢献する
　市民が、キャリアデザイン事業に関心をもって参加することを目指した。また、ライフキャリアの各
段階に応じた支援をすることで、市民が、学習目標の達成、キャリアの再設計、社会参加や地域貢献へ
つなげていけるようにした。

【現状評価】
　寺子屋講座の平均参加者数（52）、市民参加型企画展の平均入館者数（51）、キャリアデザインの拠点
機能の既知（54）はいずれも昨年度と同程度かわずかに減少した。キャリアデザイン事業の平均参加者数
（53）はわずかに増加した。
11名で活動している博物館ボランティアは、博物館開館日 278 日中、実際の業務従事日は 261 日（64
ページ参照）となり、有人日は 9割を超え過去最高となった。来館者への対応も引き続き好評を得てお
り、展示アンケート（45～ 48 ページ参照）やモニタリング調査（29）からもうかがうことができる。
【改善を要する点等】
　自主研究グループにおいては、昨年度に農具に関するグループが立ち上がり（55,56）、9月からは“し
つらい”に関する新しいグループが活動を行っている（57,58）。今後の安定した活動に向けてサポートを
行っていきたい。人材バンクについては、引き続き有効な活用を図れるような体制づくりを検討してい
きたい（60）。
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凡例
当館蔵の資料総数。1件に複数点の資料が含まれる場合、点で計上。
当該年度に市民等から寄贈された資料数。資料台帳に登録された件数で計上。
当該年度に寄託された資料数。資料台帳に登録された件数で計上。寄託資料のた
め、所有者に返却することで数が減じた場合は-で相殺する。
当該年度に購入した資料数。資料台帳に登録された件数／購入総額を記載。

収蔵庫内の燻蒸の実施回数。隔年で実施。
展示室と収蔵庫に設置している虫害検査用粘着トラップの点検回数。
本館収蔵庫に入庫し、清掃や整理等、資料整理（再整理含む）に関する作業を行っ
た日数。
上花輪収蔵庫に行き、資料整理等の作業を行った日数。
学芸員が業務内および業務外で講師等をつとめた件数。
学芸員が展覧会や資料調査等の目的で、館外で調査を行った件数。
展示をしていない館蔵資料に対して閲覧申請を受け、対応をした件数。
前々年度と前年度に寄贈、寄託、購入により収集した資料を、展示や特別公開
等の手段で一般公開した割合。寄贈者数をベースに計上（複数点ある“資料群” を
収集した場合はそのうちの1点以上を公開）。また、調査参考目的で収集した資
料（古書籍等）は対象外とする。
他機関への博物館資料等の貸出件数。
他機関への画像（ポジ、データ）等の提供や申請者が撮影した写真の利用許可件数。
火曜日・年末年始などの定期休館日、整備工事、展示替えやイベント等に伴う臨
時休館日を除いた、年間の開館日数。
博物館開館日の入館者数。入り口のカウンタで計上。
博物館開館日の入館者数を開館日でならしたもの。
年間の展覧会アンケート回収枚数のうち、来館回数が2回目以上とした回答の割合。
市民会館開館日の入館者数。正面玄関と内玄関の2箇所の入り口のカウンタで計
上。
市民会館開館日の入館者数を開館日でならしたもの。
市民会館の開館日のうち、貸部屋が利用された日の割合。
貸部屋申込団体のうち、市内の団体あるいは在住者が申し込み、利用した件数。
貸部屋申込団体のうち、市外の団体あるいは在住者が申し込み、利用した件数。
展覧会アンケートの該当項目を点数化（※1）したもの。
展覧会アンケートの該当項目を点数化したもの。
市民会館利用者アンケート（※２）の総合的満足度を点数化したもの。
モニタリング調査（※３）の該当項目より計上。
モニタリング調査の該当項目を点数化したもの。
当館職員、博物館ボランティアが、車椅子での移動（段差部分等）の介助、筆談
等で見学を補助した件数。
博物館発行の図録や書籍の販売冊数の合計。委託書籍は含まない。
書籍以外のグッズ類販売（自主事業）の売り上げ。
モニタリング調査において、市内在住かつ初来館であると回答した利用者の割合。

「観月会」「ミュージアム・コンサート」、その他セレモニーなどの参加者総数。
交流事業に分類されている事業のうち、学校見学対応は含まない。
市内外の学校との連携の累積件数（※４） 。見学会、職場体験、学芸員による講
演や出張授業、学校（クラブ）によるレセプションへの出演など。
大学との連携の累積件数。特別展のための合同調査、インターン受入、学芸員に
よる講義、学生のスタッフ業務など。
各種団体との連携の累積件数。団体代表者への寺子屋講師依頼、学芸員による
講演、展覧会や事業への協力など。
市民団体との連携の累積件数。市民団体とは、市民が文化活動、NPO、ボランティ
ア（農・商工・医療福祉以外の分野）の活動を行う団体。
学校以外の公共機関（公共博物館を含む）や行政機関との連携の累積件数。事業
共催、展覧会協力、行政職員への寺子屋講師依頼、学芸員による講演など。
モニタリング調査の該当項目より計上。
野田散策MAP「土産物編」の印刷枚数。

評価指標
資料収蔵点数
寄贈された資料件数
寄託された資料件数

購入した資料件数

燻蒸回数
収蔵庫、展示室ケース内の粘着トラップの点検回数
本館収蔵庫での作業日数

上花輪収蔵庫での作業日数
学芸員の講演・講座等の講師件数
学芸員による館外調査の件数
館蔵資料閲覧の件数
過去2年間の新規収蔵資料の展示公開割合

他機関への資料貸出件数
他機関等への画像の提供、利用許可件数
博物館開館日数
市民会館開館日数
博物館入館者数
博物館1日平均入館者数
特別展・企画展の平均リピーター率
市民会館の入館者数

市民会館1日平均入館者数
市民会館貸部屋稼働率
市民会館の貸部屋利用団体数（市内）
市民会館の貸部屋利用団体数（市外）
特別展・企画展の平均満足度
博物館の雰囲気、居心地に対する満足度
貸部屋利用者満足度
職員・スタッフの対応を受けた来館者の割合
職員・スタッフの対応を受けた来館者の対応満足度
しょうがい者、高齢者等で、見学に補助が必要な方へ
の対応件数
博物館刊行物の販売冊数
刊行物以外の品物の売り上げ
新規来館市民の割合

交流事業の参加者総数

小学校、中学校、高校、専門学校との連携件数

大学との連携件数

各種団体（農・商工・医療福祉）との連携件数

市民団体との連携件数

行政との連携件数

当館のまちづくりの拠点機能を知っている市民の割合
土産物マップの印刷枚数
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
１　
地
域
の
文
化
資
源
を

掘
り
起
こ
し
、
活
用
す
る
博
物
館

ミ
ッ
シ
ョ
ン
２　
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
集
い
交
流
す
る
博
物
館

2013年度
22,625点
98件
0件

16件
804,550円
1回
4回
13日

18日
5件
86件
20件
100%

4件
47件
264日
309日
31,328人
118.7人
54.2%
46,276人

149.8人
96.1%
986件
36件
89.4pt
87.4pt
－
86.8%
90.1pt
1件

543冊
93,080円
21.1%

170人／2回

41件

10件

57件

44件

15件

－
－

2014年度
22,907点
98件
0件

42件
666,650円
0回
10回
11日

20日
7件
29件
20件
100%

5件
82件
273日
311日
32,164人
117.8人
46.6%
50,660人

162.9人
96.8%
1,024件
42件
91pt
89pt
85.8pt
82.5%
90pt
4件

670冊
151,183円
13.9%

279人／3回

43件

10件

61件

50件

18件

49%
2,070枚

2015年度
23,072点
81件
0件

20件
886,970円
1回
10回
37日

19日
6件
33件
18件
100%

5件
107件
273日
312日
29,789人
109.1人
52.2%
44,699人

143.3人
95.8%
939件
110件
92pt
90.5pt
－
88.4%
89.5pt
5件

613冊
104,579円
12.8%

320人／3回

44件

10件

64件

51件

20件

46%
1,800枚

2016年度
23,766点
24件
0件

42件
695,856円
0回
6回
23日

20日
6件
69件
17件
100%

1件
231件
278日
309日
28,445人
102.3人
54.0%
45,652人

147.7人
99.4%
1,049件
180件
92.5pt
90.5pt
－
89.0%
90.9pt
2件

410冊
63,111円
16.9%

310人／3回

49件

10件

68件

53件

21件

44.7%
1,200枚



2007年度
12人
－
195回
12回
－
11件

11件
0回

－

5,404人

21人

9人

－

3回
－
1件

2008年度
50人
－
76回
2回
－
9件

22件
1回

40,522件

4,909人

16人

19人

－

2回
－
1件

2009年度
80人
－
70回
6回
－
8件

14件
1回

56,828件

5,969人

16人

13人

－

16回
－
1件
168人

2010年度
45人
－
107回
6回
－
8件

18件
3回

61,531件

8,510人

16人

14人

－

22回
137件
2件
348人

2011年度
55人
－
123回
16回
167回
8件

14件
1回

52,021件

8,113人

20人

9人

46.4％

32回
154件
2件
480人

2012年度
38人
3回
194回
12回
188回
6件

10件
1回

50,807件
※4月～2月まで

8,475人

17人

16人

38.9%

43回
170件
2件
449人

凡例
特別展の初日に行われるオープニングレセプションへの参加者数。
博物館評価の一環として市民から博物館へ意見をもらう懇談会の開催回数。
日々の業務の中で市職員が来館した回数。館務日誌から計上。
公式・非公式を問わず来館した回数。
当館職員が業務のため市役所を訪問した回数。
TVのニュースや特集番組で当館及び当館事業が紹介された件数。ケーブルテ
レビを含む。
新聞で当館及び当館事業が紹介された件数。
市民会館が CMや映画等のロケ地として使用された回数。実績は TVドラマ、
TVCM、CDジャケット撮影、雑誌撮影など。非商用の撮影利用は含まない。
ホームページのリニューアルによりカウント方法が変更（※５）。ホームページ
管理業務委託者より提出される月例報告を元としたセッション数。ユーザーがサ
イトに訪れた回数で、30分以内の同一ユーザーの再訪問はカウントされない。
「市民コレクション展」「市民の文化活動報告展」「市民公募展」「市民アート展」
など市民参加型企画展開催時の博物館入館者数合計を、企画展開催回数でなら
したもの。
寺子屋講座「まちの仕事人講話」と「芸道文化講座」の参加者数合計を開催回数
でならしたもの。受付簿を元に計上。
「自主調査研究グループ育成連続講座」「キャリアデザイン連続講座」「キャリアデ
ザイン講演会」「ワークショップ」「親と子の茶道講座」の参加者数を開催回数で
ならしたもの。受付簿を元に計上。連続講座の場合は延べ回数＋延べ人数で計上。
モニタリング調査において、親子あるいは3世代で来館したと回答した利用者の割合。
モニタリング調査の該当項目より計上。
講座後、自主調査研究グループ結成の呼びかけに応じて参加した修了者の人数。
結成年度以降は当該年度末時点の会員数。（　）内は、当該年度に新たにメンバー
に加わった人数。
農具の自主調査研究グループが活動した回数。博物館で把握している活動を計上。
講座後、自主調査研究グループ結成の呼びかけに応じて参加した修了者の人数。
結成年度以降は当該年度末時点の会員数。（　）内は、当該年度に新たにメンバー
に加わった人数。
しつらいの自主調査研究グループが活動した回数。博物館で把握している活動
を計上。
これまで発足した自主調査研究グループの活動実施回数の合計。
人材バンクに登録された人数。
職員が人材バンク情報を利用して人材を仲介した件数。
博物館ボランティアの通常業務、および月例の連絡会、研修会への参加人数。
ボランティアの出勤簿を元に計上。

評価指標
特別展オープニングレセプションの参加者数
博物館懇談会の回数
市職員の来館回数
市長、副市長、教育長の来館回数
博物館職員の訪庁回数
TVで博物館が取り上げられた件数

新聞で博物館が取り上げられた件数
ロケ地としての利用回数

ウェブサイトのアクセス件数

市民参加型企画展（年1～2回）の平均入館者数

寺子屋講座（年22～24回）の平均参加者数

キャリアデザイン事業（講座関係）（年7～ 10回）の平
均参加者数

「市民のキャリアデザインの拠点」機能を知っている来
館者の割合
2015年度自主調査研究グループ（農具）の人数

2015年度自主調査研究グループ（農具）の活動回数
2016年度自主調査研究グループ「室礼サロン・たのし
い和」の人数

2016年度自主調査研究グループ「室礼サロン・たのし
い和」の活動回数
自主研究グループの活動実施回数合計
人材バンク登録件数
人材バンク仲介件数
博物館ボランティアの活動延べ人数

小項目
博物館は市民と意思疎通
する機会を設けているか

行政は博物館・市民会館
に関心を向けているか

情報を発信しているか

市民が関心をもち、
事業参加しているか

市民がキャリアの
ステップアップを
図っているか

中項目

④市民や市役
所との意思疎
通を図る

⑤博物館の活
動を広める

⑥市民のキャ
リアデザイン
に貢献する
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
２　
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

集
い
交
流
す
る
博
物
館

ミ
ッ
シ
ョ
ン
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人
び
と
の
生
き
方
や
成
長
を
支
援
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
は
か
る
博
物
館

2013年度
46人
3回
223回
18回
138回
3件

10件
2回

16,343件

7,987人

20人

18人

－

43回
190件
0件
549人

2014年度
35人
2回
82回
6回
171回
6件

17件
8回

22,050件

7,872人

20人

15人

47.1%

18回
212件
0件
560人

2015年度
30人
2回
57回
7回
219回
4件

14件
4回

28,510件

7,658人

18人

11人

38%

3人
（うち新規0人）

1回

1回
233件
1件
570人

2016年度
40人
2回
75回
7回
208回
3件

10件
1回

29,262件

7,299人

17人

14人

37.8%

3人
（うち新規0人）

11回
14人

（うち新規0人）

12回

23回
258件
0件
642人

※１　展覧会アンケートの4段階の選択肢の上位から100（大変よかった）、75（まずまずよかった）、25（あまりよくなかった）、
　　　0（悪かった）ポイント（pt）を付与し、当該項目回答者総数で除して算出した点数。
※２　市民会館の頻繁な利用者（おおむね月2回以上利用する団体のメンバー）に直接アンケートを手渡して回収。2007年～2010
　　　年度非実施。2011年度回収枚数66枚。2012年度、2013年度非実施。2014年度回収枚数98枚。2015年度非実施。
※３　開館日から無作為に抽出した 10日、9時～17時の間、当館入口（門 2か所）から出てくる利用者全員を対象に（団体等複数人
　　　の場合はその内の 1名）対面式 (インタビュー形式）の調査。2011年度より実施。2011年度回収枚数 306枚。2012年度回収
　　　枚数266枚。2013年度回収枚数262枚。2014年度回収枚数164枚。2015年度回収枚数150枚。
※４　市民個人ではなく、市内コミュニティ（団体や組織）との「つながり」が出来たものを1件として累積計上。資料調査、講演協力、
　　　団体や組織としてのイベント参加及び協力、施設管理に関わるもの等を含む。
※５  2013年４月１日にリニューアルしたホームページを公開。それに伴いアクセス解析のソフトも webalizerから
　　　Google Analyticsに変更になり指標も変わった。2013年度を境にアクセス解析の指標の数字が大幅に下がっているのは、ソ
　　　フトの計測方法の違いによるものである。

：該当する事業が開始されていない年　　－：データがない年


